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(57)【要約】
【課題】　容易かつ効率的に栽培を行うことのできるに
んにくの水耕栽培用トレイを提供する。
【解決手段】　にんにくの水耕栽培用トレイ１０は一体
の発泡樹脂製であって、上面と下面との間を連通し、に
んにくの鱗片Ｇが嵌り込むが通過はできないようなサイ
ズ及び形状に形成された複数の鱗片保持穴２２が設けら
れた平板な鱗片保持板２０と、鱗片保持板２０から上方
に向かって突設された重畳支持板３０とを含んでなる。
複数のにんにくの水耕栽培用トレイ１０を重畳しても、
上下の隣接する鱗片保持板２０の間は、重畳支持板３０
のために十分な間隔が維持されるので、鱗片Ｇから延び
た葉にんにくが折れたり潰れたりすることなく、まとめ
て運搬・保管することができる。またこの際、重畳支持
板３０の上縁が係止溝４０に係止されるので、重畳した
状態をより安定させることができる。
【選択図】　　　図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
一体の発泡樹脂製であって、
　上面と下面との間を連通し、にんにくの鱗片が嵌り込むが通過はできないようなサイズ
及び形状に形成された複数の鱗片保持穴が設けられた平板な鱗片保持板と、
　鱗片保持板から上方に向かって突設された重畳支持部とを含むことを特徴とするにんに
くの水耕栽培用トレイ。
【請求項２】
鱗片保持板の下面には、トレイが重畳されたときに直下に位置するトレイの重畳支持部の
先端に対応する係止部が備えられた請求項１に記載のにんにくの水耕栽培用トレイ。
【請求項３】
重畳支持部は、平面視方形の鱗片保持板の少なくとも対向する側縁から上方に向かって突
設された板状である請求項１又は２に記載のにんにくの水耕栽培用トレイ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はにんにくの水耕栽培に関し、特に容易かつ効率的に栽培を行うことのできるに
んにくの水耕栽培用トレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　にんにくは、球根（複数の鱗片からなる）をそのまま食すほか、中華料理などでは葉に
んにくも炒め物などに使用する。葉にんにくが水耕栽培可能であることは既に報告されて
いる（特開２００６－１７４７４４）。また葉にんにくを発芽したにんにくの鱗片からは
根も生えるが、根もそのまま食用としたり、乾燥・粉末化して調味料や漢方薬の材料とし
て利用できることも知られている。
【０００３】
　水耕栽培用のトレイとしては、水面に浮かべることのできる板に貫通穴を設け、その中
に球根を係止するものが提案されている（特開２００３-１６９５５４）。しかしこれら
のものは、水（養液）の交換作業や収穫作業の効率を全く考慮していなかった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１７４７４４公報
【特許文献２】特開２００３－１６９５５４公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　よって本考案の目的は、容易かつ効率的に栽培を行うことのできるにんにくの水耕栽培
用トレイを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本考案は、一体の発泡樹脂製であって、上面と下面との間を
連通し、にんにくの鱗片が嵌り込むが通過はできないようなサイズ及び形状に形成された
複数の鱗片保持穴が設けられた平板な鱗片保持板と、鱗片保持板部から上方に向かって突
設された重畳支持部とを含んでにんにくの水耕栽培用トレイを構成した。
【０００７】
　本考案に係るにんにくの水耕栽培用トレイによると、鱗片保持板に形成された複数の鱗
片保持穴には、にんにくの鱗片が嵌り込んで保持され、一体の発泡樹脂製なのでそのまま
水面（養液面）に浮かべることができ、これにより鱗片が水（養液）に浸されて発芽する
。水（養液）の交換作業や葉にんにくの収穫作業の時には、重畳支持部が設けられている
ので、にんにくの葉や根を損傷することなく、複数の水耕栽培用トレイを重畳させて持ち
運び、適当な場所にそのまま置いておくことができる。
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【０００８】
　好ましくは、鱗片保持板の下面には、トレイが重畳されたときに直下に位置するトレイ
の重畳支持部の先端に対応する係止部を備えれば、重畳した状態をより安定させることが
できる。また重畳支持部は、好ましくは平面視方形の鱗片保持板の少なくとも対向する側
縁から上方に向かって突設された板状であり、容易に成形可能である。なお発泡樹脂は、
水に浮き、かつ重畳しても変形したり破損したりしない程度の強度があれば足りるが、典
型的には発泡スチロール、発泡ウレタン、発泡ポリプロピレン、発泡ポリスチレンが例示
される。
【考案の効果】
【０００９】
　以上のように、本考案に係るにんにくの水耕栽培用トレイによると、水や養液の交換や
収穫などの作業を効率よく行うことができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しつつ本考案に係るにんにくの水耕栽培用トレイの実施の形態につい
て詳細に説明する。なお、以下の説明は考案をより深く理解するためのものであって、実
用新案登録請求の範囲を限定するためのものではない。
【００１１】
　図１～３はそれぞれ、本考案に係るにんにくの水耕栽培用トレイの実施の形態を示す斜
視図、平面図及び図２のIII-III断面図である。各図において、水耕用栽培トレイ１０は
鱗片保持板２０と重畳支持板３０とからなる。重畳支持板３０は、方形の鱗片保持板２０
の各側部から上方に突設された板状であり、よって水耕栽培用トレイ１０全体としては、
上面のみが開口した箱形となる。
【００１２】
　鱗片保持板２０には、上面から下面へ連通する複数の鱗片保持穴２２が形成されており
、図３に示すようにそれぞれがにんにくの鱗片Ｇを一個ずつ保持できるようになっている
。鱗片Ｇを保持しつつ、鱗片Ｇが下方に抜け落ちないように、鱗片保持穴２２は上方から
下方に向かって径が小さくなるように形成されている。
【００１３】
　重畳支持板３０の先端部となる上縁は、外面側が高く、内面側が低くなるように段が形
成されており、水耕栽培用トレイ１０の底面の側部には、重畳支持板３０の上縁の形状に
ほぼ一致する係止溝４０が形成されている。
【００１４】
　水耕栽培用トレイ１０は発泡スチロール製であり、水に対する浮力が強く、従って図３
に示すように鱗片Ｇを保持した状態で水に浮かべると、水面Ｗが鱗片保持穴２２の中に位
置し、よって鱗片Ｇの下部の発根する部分が水に浸され、発根が促される。
【００１５】
　水耕栽培用トレイ１０が浮かべられる水は、植物の発育に必要な適当な養分を含む養液
でもよく、また収穫される葉にんにくに含まれるミネラル分を高めるためのミネラルを混
合させてもよい。
【００１６】
　次に本実施の形態の作用について説明する。
【００１７】
　にんにくの各鱗片Ｇは、にんにくの球根から一つ一つ外され、皮が剥かれる。次に鱗片
Ｇは一つずつ鱗片保持穴２２に、発芽部を上にした姿勢で嵌め込まれて保持される。その
まま水耕栽培用トレイ１０を水に浮かべておくと、各鱗片Ｇが発芽し、発根する。商業的
には、多数の葉にんにくが収穫できるように、水耕栽培用トレイ１０は複数用意される。
【００１８】
　水の交換や収穫の作業を行うときには、図３に一点鎖線で示したように、複数の水耕栽
培用トレイ１０が重畳されて運ばれ、一時保管される。すなわち水耕栽培用トレイ１０の
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上には水耕栽培用トレイ１０ｕが、水耕栽培用トレイ１０の下には水耕栽培用トレイ１０
ｄがそれぞれ重畳される。上下の隣接する鱗片保持板２０の間は、重畳支持板３０のため
に十分な間隔が維持されるので、鱗片Ｇから延びた葉にんにくが折れたり潰れたりするこ
となく、まとめて運搬・保管することができる。またこの際、重畳支持板３０の上縁が係
止溝４０に係止されるので、水耕栽培用トレイ１０が相互に水平方向にずれることがなく
、重畳した状態をより安定させることができる。
【００１９】
　以上、本考案の実施例について説明したが、本考案は上記実施例に限定されるものでは
なく、本考案の要旨の範囲内において、適宜変形実施が可能であることは言うまでもない
。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本考案に係るにんにくの水耕栽培用トレイの実施の形態を示す斜視図で
ある。
【図２】図２は、図１のにんにくの水耕栽培用トレイを示す平面図である。
【図３】図３は、図２のIII－III断面図である。
【符号の説明】
【００２１】
１０　水耕栽培用トレイ
２０　鱗片保持板
２２　鱗片保持穴
３０　重畳支持板
４０　係止溝
Ｗ　水面
Ｇ　鱗片
【図１】 【図２】
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